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令和8年の年頭にあたり一言ご挨拶申し上げます。
博物館リニューアル工事のため2年にわたり、史談会を休会させていただきましたが4月より再開す

ることができました。これはひとえに会員の皆様のご協力とご支援の賜物と厚く感謝申し上げます。
足立史談会は、昭和43年（1968年）2月創立以来、昭和、平成、令和の3代にわたり58年間郷土

の歴史、文化、風俗、芸術等を諸先輩の役員の方々が区内外の皆様に発信させていただいておりまし
たが、近年、会の運営に携わっていただいた役員の方々の高齢化等により役員の欠員があり会の運営
に支障が生じている状態が続いていました。
歴史ある郷土の歴史・文化をかわりなく皆様に発信することが残された役員の責務と感じ、会員の

皆様にお願いいたし役員増員達成が叶いました。ここに事業の企画を継続することができました。「史
談会だより」の編集及び各事業の企画立案、実行には当分の間不慣れな点も多々ありますが、皆様の
ご理解をいただき、今後さらなる飛躍の年とするべき努力する所存です。編集及び各事業に皆様よりご
意見、情報等をいただくことが一番の励みになります。「足立史談会」を皆様と共に発展させていきま
しょう。
本年も変わらぬご指導とご鞭撻を賜りますようよろしくお願い申し上げます。

令和8年正月 足立史談会 会長 相川謹之助

足立二丁目の

令和6年12月に12年ぶりに復活したと聞いた足立
東町会の庚申祭が、昨年に引き続き12月21日(日）
午後1時から挙行されました。
足立東町会内には足立二丁目31番地と同36番地

に庚申塔が建立されています。
五反野祭囃子保存会の会員によるお囃子がおこな

われたあと二名の神主が到着すると祝詞の奏上が始
まりました。その後、祭礼の参加者一人一人に神職か
ら受け取った玉串を奉納し拝礼しました。
31番の後36番の庚申塔に徒歩で移動し同様の儀

式が行われ無事終了しました。昨年に引き続き庚申祭が継承されたと言うことは素晴らしいことです。
今後も末永く続くことを期待しております。


